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アニメの絵を描くこと

田澤さんはご実家が代々農家ということもあり、自然の流
れでそのまま農家さんになったそうですが、今は「この仕
事でよかった」と仰っています。自分で作った作物で喜ん
でもらえることに1番やりがいを感じています。

田澤さんについて

横浜市にある田澤農園の農家さん。現
在は、スーパーの地場コーナーや飲食
店なとに野菜を出している。おすすめ
の野菜は、色付き大根など、みんなが
知っているような野菜だけど色がつい
ていて鮮やかな野菜。

サッカー



～田澤さんからお客様に向けてのメッセージ～

今はまだお店などには出した
りはしていないけれど、これ
から作っていきたいと思う作
物は、「すもも」だそうで
す！すももと聞くとスーパー
ではなかなか見かけないあま
り馴染みのない果物のイメー
ジですが、ご両親が趣味で作
られており、今後作っていき
たいと思っているそうです。

私の野菜を見て元気、食べて元気になって欲しいです！

田澤農園の野菜

これから作りたい作物

取材当時はキャベツや白菜など
の冬野菜を育てており、実際に
畑には立派な白菜がたくさんで
きていました！また、キャベツ
に関しても田澤さんが作るもの
は大きいのが特徴だそうです。
田澤農園では、年間で40-50品
目ほどの野菜を作っています！



二十四節気「雨水」って？　
雨水（うすい）とは、降る雪が雨へと変わり、雪解けがはじまる頃。

昔から農耕をはじめる時期の目安とされてきました。やわらかな日差しの
中、草木がほんのり色づく様子や、春霞を楽しめる季節です。

こだわりは“色味”と“荷造り”にあり！

ある時、老人ホームのスタッフ
の方から色付きの大根が欲しい
という依頼がありました。その
色付き大根を老人ホームの利用
者さんにお見せしたところ皆さ
ん「食べるだけでなく、色味で
も元気になった」という話にな
ったとのことでスタッフの方か
ら折り返しの電話をいただいた

とのこと。その時に、田澤さんは「これからも見栄えはもち
ろん、食べるだけでなく見るだけでも人を元気にできる農家
でありたい」と感じたと仰っていました。

田澤さんは、現在スーパーの地場野菜コーナーに野菜を出さ
れています。その際、商品を店頭に置いた時に緑や茶色だけ
にならないように意識されています。そうすることで、自分
の“色”を出すようにされているといいます。また、荷造りも
意識されており、「スーパーで普通に売っているものと同じ
ように綺麗だけど地場野菜を育てている農家さんが作ってい

るんだ」と思っていただけるよ
うにこだわっているそうです。
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学⽣編集後記
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椿さんの、ちょっと
ヒトコトいいですか？
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色付き大根を実際に見させていただいた時に、とても鮮やか
で「こんなに綺麗な色の野菜ってあるんだ」とびっくりしま
した。特に”色”の面で、田澤農園は他の農園ではあまり見ら
れない素敵な特徴があると感じました。また、田澤さんご本
人も明るくとても素敵な方で、インタビューさせていただく
ことができ楽しかったです！

今後も、
見かけ通りの繊細な
田澤さんでお野菜を
作ってください！


